
 

 

 

 

 

 

 

 

校庭の紅梅の花がほころび始め、春の兆しを感じるこの頃です。

本年度も、あと 27日となりました。１年を振り返り、３月までにど

んなことができるか考え、子どもたちが自信をもって次の学年・学

校で頑張ることができるよう支援していきます。  

※馥郁たる…よい香りが漂うこと （かすかな甘い香りでしょうか？さわやかな香りでしょうか？） 

 
２月全校会礼（２月７日) 校長の話 

先日、新聞にこんな作文が載っていました。書いたのは６年生の女の子です。 

               言われなくても 

「人に言われてばかりじゃだめだ」私は気付いた。 

ある日、私は母に「お米炊いてね」と言われた。私は「分かった」と言って、お米を洗い

ながらふと思った。お米を炊かなきゃいけないことは知っているのになんで自分からやらな

かったんだろう。お米を洗い終わって炊飯器にセットし、スイッチを押した。すると母に「あ

りがとう」と言われた。私はうれしかった。けれど何かがひっかかった。私はたのまれてや

っただけで、ごはんを炊かなければいけないことは知っていたのに自分からはやらなかった。

なのに私はお礼を言われた。きっとそれが心に引っ掛かっているのだろう。 

私は思った。「人に言われてばかりじゃだめだ」。次の日になって自分から手伝いをやって

みた。すると母がいつものように「ありがとう」、そう言ってくれた。その「ありがとう」

はいつもと全く違う言葉のように感じた。       1/29 中日新聞（一部わかりやすい表現に改） 

 

言われる前に自分で考えて進んで行動したことが、自分も

お母さんもうれしい気持ちになったことを書いた作文です。

「考動」は、岩田小の合言葉でもありますね。 

さて、あなたは毎日の生活の中で「考動」するときがどの

くらいあるでしょうか。 

「相手や周りの人たちのことを思いやって、人がうれしい

気持ちになるには自分はどんな行動をすればいいかな」と考

えることが大切です。 

 大  樹  
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～志をもって 進んで考動する子～ 



「次にトイレを使う人が気持ちよく使うためには、スリッパはどう

やって脱いだらいいのかな」は、あまり考えなくてもたくさんの人が

「考動」できていますね。 

この本はある女の子が、「校長先生、いつもクイズを出してくれてあ

りがとうございます。この本にはたくさんのなぞなぞがあるので、よ

かったらこの本も参考にしてください。」と言って私に貸してくれたも

のです。また、ある女の子は、「クイズ

のごほうびシールとしてこのシールも

使ってください。」といって私にくれた

ものです。この「すみっコぐらし」のシ

ールは特に女の子に人気があります。 

また、相手がいなくても、自分のこと

をしっかりと見つめて、「漢字をきれいに書くにはどうすれば

いいかな」、「習い事のたとえばピアノやサッカーのドリブル

がじょうずになるにはどんな練習をすればいいのかな」、「中

学生になる前に、自分がやっておくことは何かな」など、たくさんの「考動」が考えられま

す。かつてジュビロ磐田の監督だった名波浩さんは、自分が選手だったころ、「足が遅い自

分が、味方からパスを受けてゴールにつなげるためには、相手の選手よりも早く動き出して

パスを受けることが大事だ」ということを常に考えていたそうです。 

岩田小が、たくさんの「考動」にあふれて、みんながいまよりもっと多くの幸せを感じる

学校になることを期待しています。 

 

 会礼 代表児童の発表       ～掲載順は発表順です～ 

 
○僕は岩田小で自慢できるところを話します。たくさんあるけれど、二つ話したいと思います。１つ

目は、一輪車ができることです。できない技があってもみんなあきらめずに挑戦するので、自慢で

きるところだと思います。２つ目は、自然がたくさんあるところです。木や花や畑があって、地域

の人たちと食べ物を育てたり、いろいろな交流ができたりするのが、いいと思います。これからも

岩田小のいいところを見付けていきたいです。            【３年 佐藤 凱斗】 

            

○わたしが、うれしかったことは、お手つだいをしたときのことです。わたしは、家に帰ると、家の

しごとを手つだいます。おふろあらいをしたり、せんたくものをたたんだりします。きれいにでき

あがると、とてもすっきりします。おかあさんから、「ありがとう」と言われて、すごくうれしく

なります。これからも。お手つだいをたくさんしようと思います。 

                            【２年 渥美 璃音】 

 

○わたしのすきな本は、ジャンヌダルクです。ジャンヌダルクは、女の人なのにせんそうにでたかっ

こいい人です。ジャンヌダルクがかみさまのこえをきくところがすきです。わたしも、ジャンヌダ

ルクのようなかっこいい人になりたいです。ぜひよんでみてください。 

【１年 ずず木 かほ】 

 

○ぼくは、友達の良いところを２つ言います。１つ目は、元気に「おはようございます。」や「さよ

うなら。」と言っているところです。２つ目は、真剣に授業に取り組んでいるところです。問題が

分からないときには、みんなで「どういうこと？」

などの声を掛けて、助け合いながら取り組んで

いるのが良いと思いました。ほかにも友達の良

いところを見つけていきたいと思います。 

           【４年  青島 圭汰】 

 



○私が思う岩田小のいいところは２つあります。１つ

目は、みんなが優しいところです。昼休みなどにけが

をした子がいたら、保健室まで連れて行ってあげるか

らです。私も今年から６年生なので、下級生の面倒を

しっかりみたいです。２つ目は、みんなが大きな声で

挨拶ができるところです。しかし、他の人は朝に正門

で大きな声で挨拶ができるのに、私は小さい声でしか

挨拶ができなかったり、挨拶ができなかったりすると

きがあります。なので、下級生のお手本になれるよう

に行動していきたいです。 

 この２つのことを心掛けて生活していきたいです。 

              【５年 小林 由乃】 

 

○最近熱中していることは２つあります。１つ目はサッカーです。家で兄とサッカーをして遊んで

います。兄だけではなく、友達とも昼休みに一緒にサッカーをやっています。兄とサッカーをやる

ときはパス練習をしたり対決をしたりしています。たまに中学生の兄がサッカーの大会があるの

で、実際に見て応援したいです。２つ目はそろばんです。最近はそろばんの試験で４級を合格しま

した。今は３級のプリントを練習しています。３級では小数点が出てきます。他にも伝票算、掛け

算、割り算、見取り算などがあります。その中でも難しいのは掛け算、割り算です。掛け算や割り

算は四捨五入をしないといけないので難しいです。今度の試験は３月にあるので、３月までにで

きるようになりたいです。                     【５年 星野 釉耶】 

 

○私が気になるニュースは、コロナとインフルエンザの同時流行です。同時に感染すると、重症化す

るリスクが高まるそうです。感染しないようにするために、私が気を付けていることは、マスクを

正しく付けること、外から帰ってきたときには、必ず手洗いうがいをすることです。これを続ける

ことが大切だと思います。三月には卒業式があるので、クラスみんなで出られるように気を付け

ていきたいです。                         【６年 岡 姫菜乃】 

 

○友達のいいところを話します。２人しょうかいします。 

１人目は、こうきさんです。こうきさんのいいところは、ぼくのしゅ味の話を聞いて、共感したり、

相手をワクワクさせたりするところが聞き上手で話し上手だと思います。２人目はかずきさんで

す。かずきさんのいいところは、いつも一緒に話したり、遊んだりするのがとても楽しいです。ぼ

くが思っているときに声をかけてくれるところがやさしいと思います。これからも友達のいいと

ころを見つけたいです。                      【５年 永島 颯大】 

 

○私が最近気になったニュースは、新型コロナウイルスの病気のレベルが、５月８日に、今の「２類

相当」から、インフルエンザと同じレベルの「５類」にかわるというニュースです。今まで、治療

する病院が決まっていましたが、「５類」になるとどの病院でも治療できるようになり、病院が混

まなくなります。そのかわり、今までは治療は無料でしたが、「５類」になると病院でお金を払う

必要があります。国は、しばらくの間、無料にすることを考えています。 

私は、まだコロナで感染する人たちがたくさんいるのに、インフルエンザと同じようにしてい

いのかと思いました。                        【６年 堀内 美玖】 

 

 


